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年
大
洗
町
長

事
事

竹

内

宏

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
の
新
春
を
こ
こ
に
迎

え
、
皆
様
方
の
ご
鍵
勝
を
心
か
ら
お
悦

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
一
月
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ

め
、
多
く
の
関
係
皆
様
方
の
力
強
い
御

支
持
に
よ
り
、
再
び
、
町
長
の
重
責
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
温
か
い
調
摩
情
に
衷
心
よ
り
深

〈
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
新
た
な
決
意

と
情
熱
を
も
っ
て
、
初
心
に
か
え
り
、

明
る
く
豊
か
な
、
港
の
あ
る
海
浜
文
化

都
市
建
設
の
た
め
に
、
揮
身
の
努
力
を

傾
註
し
、
御
期
待
に
応
え
る
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。

内
外
の
社
会
諸
情
勢
は
年
、
一
年
と

年
を
追
う
毎
に
新
た
な
離
し
さ
を
加
え
、

諸
制
約
も
そ
の
深
刻
の
度
を
深
め
て
お

り
ま
す
。

こ
の
環
境
下
、
港
湾
整
備
を
中
核
と

す
る
地
域
産
業
経
済
の
振
興
を
は
じ
め
、

生
活
環
境
の
整
備
、
教
育
・
文
化
・
体

育
の
振
興
、
施
設
の
充
実
、
住
民
福
祉
、

郷
土
愛
意
識
の
高
揚
、
行
財
政
の
鍵
全

化
等
々
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
山
積
せ
る
こ
れ
ら
困
難
な
課
題

と
取
り
組
み
、
一
つ
一
つ
克
服
し
て
ま

い
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
も
、
皆
様
方
了
八
了
八

の
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
真
面
目
に
働
く
町
民
の
生

活
優
先
を
町
政
理
念
に
掲
げ
、
遁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
一
一
層
の
制
御
指
導
と
御
鞭

轄
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
併
せ
て
、
皆

様
方
の
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

出
初
め
式

「
出
初
の
式
」
に
は
、
年
の
始
め
に

行
う
さ
ま
ざ
ま
な

H

事
始
め
U

の
意
味

が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
、
消
防
出

初
め
式
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
本
務
的
な
消
防
組
織
の
始

ま
り
は
、
江
戸
の
明
潜
の
大
火
(
一
六

五
七
年
)
の
翌
年
に
徳
川
幕
府
が
設
け

た
、
江
戸
の
消
防
組
織
「
定
火
消
(
じ

よ
う
び
け
し
)
」
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
定
火
消
が
、
万
治
二
年
(
一
六

五
九
年
)
一
月
四
日
に
、
江
戸
上
野
の

東
照
宮
前
で
、
初
め
て
の
顔
見
世
出
初

め
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
に
ち
な

ん
で
、
東
京
で
は
明
治
時
代
に
は
、
一

月
四
日
に
、
そ
の
後
大
正
五
年
か
ら
は

一
月
六
日
(
途
中
十
五
日
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
)
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
現
夜
に
至
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
や
新
春
を
告
げ
る
風
物
詩
の
一

つ
と
な
っ
た
出
初
め
式
ー
ー
ー
毎
年
、
各

自
治
体
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
行
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
い
ち
ば
ん
規
模
の
大
き

い
の
が
東
京
の
出
初
め
式
。
か
つ
て
、

火
事
は

H

江
戸
の
薬
H

と
い
わ
れ
た
だ

け
あ
っ
て
、
消
防
庁
職
員
の
ほ
か
に
江

戸
消
防
記
入
室
E

の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、

「
は
し
ご
乗
り
」
や
「
木
や
り
」
な
ど
、

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統
的
な
火
消

し
の
妙
技
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
、
江
戸
の
風
物
を
懐
か
し

む
観
客
の
な
か
に
は
、
い
わ
ゆ
る
カ

i

マ
ニ
ア
も
か
な
り
い
ま
す
。
ポ
ン
プ
車
、

化
学
消
防
車
、
屈
折
放
水
搭
車
な
ど
の

車
両
や
、
消
防
艇
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な

ど
最
新
鋭
の
装
備
を
施
し
た
乗
り
物
が

一
堂
に
会
す
る
か
ら
で
す
。
信
統
的
な

技
法
と
現
代
の
科
学
の
粋
と

l
i出
初

め
式
は
、
表
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
魅

力
の
よ
う
で
す
。

成
人
お
め
で
と
う

二
十
歳
と
選
挙
権

政
治
に
参
加
す
る
道
を
大
切
に

二
十
歳
に
な
る
と
生
ず
る
権
利
の
一

つ
に
、
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
は
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
の
政
治
を
は
じ
め
県
や
町
の

地
方
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。し

か
し
、
実
際
に
投
票
す
る
に
は
、

町
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
作
成
す
る

「
選
挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
そ
の
町

に
住
所
が
あ
り
、
か
つ
一
ニ
ヵ
月
以
上
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
の

中
か
ら
、
満
二
十
歳
以
上
に
な
っ
た
者

を
、
毎
年
九
月
(
選
挙
が
あ
れ
ば
選
挙

の
直
前
)
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
ま

す。

一
度
名
簿
に
登
鈍
さ
れ
る
と
、
住
所

を
移
転
し
な
い
限
り
永
久
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
を

変
え
た
場
合
に
は
、
必
ず
住
民
票
の
移

動
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
選
挙
権
の
行
使
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

。
。

あ
な
た
に
与
え
ら
れ
た
、
貴
重
な
権

利
、
選
挙
権
を
有
効
に
使
う
た
め
に
は
、

ま
ず
棄
権
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

候
補
者
の
こ
と
を
知
る
手
が
か
り
に

は
、
街
角
に
掲
示
さ
れ
る
ポ
ス
タ
ー
の

ほ
か
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

マ
選
挙
公
報
、
マ
街
頭
演
説
、
マ
偲
人

演
説
会
、
マ
立
会
演
説
会
、
マ
政
見
・

経
廃
放
送
。
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今
年
度
の
大
洗
町
連
合
婦
人
会
の
研

修
会
は
、
原
子
力
施
設
の
見
学
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
去
る
日
月
川
抗
日
、
福
島

県
檎
葉
町
の
東
京
電
力
福
島
第
二
原
子

力
発
電
所
を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。

一
行
訂
名
は
早
朝
に
予
定
通
り
出

発
、
心
配
し
て
活
り
ま
し
た
天
候
も
、

幸
い
暖
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
見

学
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

早
速
パ
ス
の
中
で
の
事
前
研
修
と
い

う
こ
と
で
、
ピ
デ
オ
で
大
洗
町
に
あ
る

原
子
力
施
設
の
こ
と
や
、
安
全
管
理
の

こ
と
な
ど
を
勉
強
致
し
ま
し
た
。

笠
(
の
後
パ
ス
の
中
で
楽
し
く
、
美
味

し
い
昼
食
を
と
っ
て
間
も
な
く
の
午
後

1
時
、
目
的
地
の
第
二
原
発
に
到
着
、

受
付
を
済
ま
せ
る
と
、
案
内
役
の
堀
川

千
春
さ
ん
と
い
う
感
じ
の
よ
い
お
嬢
さ

ん
が
パ
ス
に
乗
り
込
ん
で
こ
ら
れ
、
仲

良
し
の
お
友
達
が
大
洗
に
い
ら
っ
し
ゃ

大
洗
町
車
同
色
申
告
会
(
寺
内
淳
会

長
・
会
員
制
名
)
で
は
去
る
日
月
訪
日
、

青
年
部
の
設
立
総
会
を
開
催
し
、
県
下

で
7
番
目
、
水
戸
税
務
署
管
内
で
は
水

戸
市
に
次
い
で
2
番
目
の
青
色
申
告
会

原
子

昭手1158年 1月 1日

青
年
部
を
結
成
し
、
当
日
、
発
足
い
た

し
ま
し
た
。

戦
後
、
青
色
申
告
制
度
の
創
設
に
伴

な
い
、
他
市
町
村
に
さ
き
が
け
て
結
成

さ
れ
た
大
洗
町
青
色
申
告
会
は
、
白

頃
、
「
正
し
い
申
告
と
正
し
い
納
税
」
を

と
お
し
て
、
事
業
の
合
理
化
と
経
営
の

向
上
を
図
ろ
う
と
、
町
内
商
工
業
者
に

加
入
を
呼
び
か
け
、
会
員
に
対
し
て
は

青
色
教
室
等
を
開
催
し
、
記
帳
か
ら
決

算
ま
で
の
研
修
や
実
務
指
導
を
行
な
い

成
果
を
あ
げ
、
現
在
、
会
員
制
名
を
数

え
る
ま
で
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

反
面
、
年
月
の
経
過
と
共
に
社
会
活
動

も
一
層
複
雑
・
高
度
化
し
、
そ
れ
に
つ

な
が
る
会
員
二

l
ズ
の
多
様
化
等
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

に
古
田
む
若
い
人
た
ち
が
青
色
申
告
運
動

美
津
江

る
と
か
で
親
し
み
を
持
っ
て
歓
迎
し
て

く
れ
ま
し
た
の
で
、
私
ど
も
も
大
変
気

を
よ
く
し
ま
し
た
。

広
大
な
敷
地
一
五
O
万
平
方
米
(
一

部
海
面
埋
立
造
成
地
約
一
一

O
万
平
方
米

を
含
む
)
を
パ
ス
で
廻
る
こ
と
に
な
り
、

施
設
を
一
望
の
も
と
に
見
渡
せ
る
高
台

に
案
内
さ
れ
、
説
明
を
開
き
ま
し
た
。

説
明
に
よ
る
と
工
事
関
係
の
作
業
員

は
約
六
、
七
千
人
で
、
丁
度
向
性
一
休
を
終

え
て
職
場
に
戻
る
さ
ま
は
壮
観
で
し
た
。

一
号
機
は
今
年
四
月
に
運
転
開
始
、

二
号
機
は
来
春
、
二
一
号
機
、
四
号
機
は

六
十
年
度
内
に
完
成
す
る
と
の
こ
と
で

今
が
そ
の
工
事
の
最
藤
期
に
あ
た
り
、

毎
日
、
毎
日
様
子
が
変
っ
て
い
く
と
い

う
お
話
し
で
し
た
。
今
度
は
、
ぐ
る
り

と
一
ま
わ
り
し
て
海
側
か
ら
の
見
学
と

な
り
ま
し
た
が
、
高
台
か
ら
眺
め
た
持

と
同
様
、
そ
の
規
摸
の
大
き
さ
は
、
た

に
積
極
的
に
参
画
し
、
役
訴
分
担
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
、

部
員
臼
名
を
も
っ
て
青
年
部
の
発
足
と

な
っ
た
わ
け
で
す
。

総
会
は
所
定
の
手
続
き
の
あ
と
、
議

案
審
議
も
滞
り
な
く
遂
行
し
、
役
員
に

は
次
の
方
々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
御
活
躍
を
期
待
い
た
し

ま
す
。役

員

青
年
部
長

H

副
部
長

(
敬
称
略
)

佐

久

間

事

鈴

木

政

男

井
川
治
芳

会
計
幹
事
川
上
裕
康

幹
事
坂
本
博
、
関
根
優
、
小
松
崎
茂

雄
、
福
本
隆
治
、
榎
沢
芳
明
、
関
根
康

夫
、
閉
口
泰
利
、
梅
原
伸
夫
、
谷
自
部

公
市
、
海
老
沢
功
泰
、
小
松
崎
健

だ
自
を
見
張
る
ば
か
り
で
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
ホ

l
ル
に
一
良
一
り
、
お
茶
を
御
馳
走

に
な
り
、
原
子
力
発
電
の
説
明
を
聞
き
、

資
材
の
部
品
等
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

石
油
に
代
る
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の

開
発
を
す
す
め
る
こ
と
が
将
来
の
エ
ネ

ル
ギ

i
対
策
を
確
立
す
る
上
で
必
要
で

あ
る
こ
と
を
教
、
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
本
町
の
原
子
力
械
設

の
見
学
会
で
も
勉
強
は
し
て
お
り
、
一

応
は
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

私
ど
も
の
心
配
す
る
安
全
性
と
い
う
こ

一
、
弐
百
万
円
也

凱
水
一
戸
カ
ン
ツ
リ
ー

大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

理
事
長
友
末
洋
治
殿

社
会
教
育
事
業
費
の
一
部
と
し

て
、
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
紅
白
の
幕
三
張

大
洗
町
東
光
台
9
番
の
ロ

磯
ぷ
し
亭
お
お
か
和

大

川

和

努

殿

一
、
紅
白
の
幕
三
張

東

宏

会

会
長
鴨
川
一
成
殿

(
会
員
ぬ
名
)

町
の
諸
行
事
用
と
し
て
、
町
に

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
弐
万
円
也

大
洗
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

会
長
山
本
俊
久
殿

(
会
員
m
別
名
)

中
央
公
民
館
、
美
術
工
芸
家
の

備
口
仰
の
一
助
に
と
町
に
寄
附
さ
れ

ま
し
た

と
に
つ
い
て
常
に
最
優
先
に
考
え
て
居

ら
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
居
り
ま
し

た
福
島
第
二
原
発
の
特
色
と
し
て
は
、

信
頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
国
産
の

原
子
炉
機
器
類
の
採
用
を
進
め
る
な

ど
、
自
、
王
技
術
の
開
発
に
努
め
、
一
一
号

機
以
降
で
は
大
型
原
子
炉
格
納
容
器
を

採
用
し
、
ま
た
、
放
射
性
廃
棄
物
処
理

設
備
を
集
中
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
土

地
の
有
効
利
用
を
囲
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

説
明
が
終
り
、
一
二
時
少
し
廻
っ
た
頃

に
原
発
の
方
々
や
ガ
イ
ド
役
の
場
川
さ

ん
に
お
別
れ
を
し
て
原
発
を
後
に
致
し

ま
し
た
。

今
度
の
原
子
力
施
設
見
学
会
を
と
お

し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
原
子
力
の
平
和

利
用
の
花
形
で
あ
る
原
子
力
発
電
が
、

「
明
日
の
豊
か
な
社
会
」
へ
の
推
進
役

と
し
て
大
切
な
位
遺
づ
け
を
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
間
違
っ
て
も
「
核
」
を
平
和

利
用
以
外
の
軍
事
力
と
し
て
利
用
さ
れ

な
い
よ
う
心
か
ら
祈
っ
て
、
見
学
会
の

報
告
を
終
り
ま
す
。

迄

忘

れ

ず

に

提

出

し

よ

う

旧内
〈
iv

給
与
支
払
報
告
書
川

毎
年
1
月
1
日
現
在
に
お
い
て
、
給

与
の
支
払
い
を
す
る
も
の
で
、
給
与
の

支
払
い
を
す
る
際
、
所
得
税
を
徴
収
す

る
義
務
の
あ
る
事
業
、
五
(
法
人
、
個
人
を

問
わ
ず
)
は
1
月
泣
日
ま
で
に
前
年
中
の

給
与
所
得
の
金
額
、
そ
の
他
必
要
な
事

項
を
記
載
し
た
給
与
支
払
報
告
書
を
そ

の
支
払
い
を
受
け
る
者
の
1
月
1
日
現

在
に
お
け
る
住
所
地
の
市
町
村
長
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

慣
却
資
産
の
申
止
問
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
償

却
資
産
の
所
有
者
は
、
自
治
省
令
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
毎
年
1
月
1

日
現
在
に
お
け
る
当
該
償
却
資
産
に
つ

い
て
そ
の
所
在
、
種
類
、
数
量
、
取
得

時
期
、
取
得
価
格
、
耐
周
年
数
等
当
該

償
却
資
産
の
価
格
の
決
定
に
必
要
な
事

項
を
1
月
日
以
日
ま
で
に
償
却
資
産
の
所

在
す
る
市
町
村
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
も
れ
な
く
申
告

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
尚

申
告
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、

役
場
税
務
課
・
電
話
⑦
5
1
1
1
番
内

線
国
・
ロ
・
的
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

一一一水道のさきじ控く一一一

⑧妨寒のしかた

⑮保温材を巻きます。じゃロ

が破れっしやすいので、上

まで完全に包んでbください。

⑫手近かなものとして毛布、

布などがあります。その上

からビニールなどを巻いて

保温材がぬれないようにし

ましょう。

⑬メーターボックスの中に使

い古しの毛布や布切れなど

を入れ、メーターボックス

の上にダンボールなどをの

せて保温してください。

⑧夜の冷えこみにこっ主主意

気温がマイナス 4.C以下になりますと、防寒の不完全な水道

は凍ったり、水道管が破れつしたりします。とくに多いのは

つぎのようなところです。早めに冬じたくをしましょう。
⑧水道管がむき出しになっているところ

⑫水道管が北向きにあるところ

O~あたりの強いところにある水道管
⑧水道管が破れつしたときは ζ白 血

止水せんをしめて水を止めて 戸 J 出亡Jγ、r、緩ζ

ください。そして、破れっし uスパUL11 ) 
た部分に布かテープをしっか 乙グ可
りと巻きつけて応急手当をし、 レグr

水道課か水道指定工事底に{ま

王里をお申込みください。

⑧水道が凍って出ないときは

タオルをかぶせ、そのよから

ゆっくりとぬるま湯をかけて

とかします。熱湯はかけない

でください。

回
年
2
月
1
日
よ
れ
ソ

老
人
霞
療
が
変
り
ま
す

昭
和
五
八
年
二
月
一
日
か
ら
老
人
保

健
法
が
施
行
さ
れ
、
七
O
歳
以
上
(
ね

た
き
り
名
人
は
六
五
歳
以
上
)
の
お
年

寄
り
は
、
社
会
保
険
の
本
人
も
含
め
、

す
べ
て
老
人
保
健
で
、
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
使

用
し
て
い
る
骨
骨
老
人
医
療
費
受
給
者

証
は
一
月
三
十
一
日
ま
で
で
無
効
と
な

り
、
一
一
月
一
臼
か
ら
は
新
し
い
老
人
保

健
受
給
者
証
が
健
康
手
帳
と
一
緒
に
交

付
さ
れ
ま
す
。
老
人
保
健
で
医
療
を
受

け
る
に
は
必
ず
今
ま
で
ど
う
り
、
何
に

か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
以
外
の
給
付
、

た
と
え
ば
葬
祭
費
や
傷
病
手
当
金
は
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑧
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
場
合
、

の
よ
う
に
違
う
で
し
ょ
う
か

⑧
所
得
制
限
が
な
く
な
り
ま
し
た

一
一
月
一
白
か
ら
は
箆
療
費
の
一
部
を

自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

通
院
の
場
合

毎
月
一
つ
の
病
院
、
医
院
に
四
0
0

円
を
そ
の
月
の
初
め
の
診
療
の
日
に
支

払
い
ま
す
。

入
院
の
場
合

一
目
玉

O
O円
を
一
一
ヶ
月
病
院
へ
支

払
い
ま
す
。
(
た
だ
し
社
会
保
倹
の
本
人

が
入
読
し
た
場
合
は
五
0
日
間
で
す
)

病
院
、
医
院
の
窓
口
に
は
、
必
ず
老

人
保
健
受
給
者
証
、
健
康
手
帳
、
保
健

証
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

新
し
い
老
人
保
健
制
度
で
は
所
得
に

関
係
な
く
、
す
べ
て
の
お
年
寄
り
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

な
お
老
人
医
療
に
つ
い
て
詳
し
い
こ

と
は
住
民
課
国
保
係
へ
お
間
合
せ
下
さ

も

ν

今
ま
で
と
ど
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こ
の
大
会
に
本
町
か
ら
、
中
学
の
部

に
一
中
・
南
中
の
両
チ

i
ム
、
一
般
の

部
に
大
洗
礼

-
Bチ
l
ム
が
出
場
、
沿

道
で
声
援
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
に
励
ま

さ
れ
、
力
走
を
重
ね
、
次
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

品
暗
中
学
の
部

幻
位
南
中
学
校

1
時
間
訂
分
お
秒

第
一
中
学
校

1
時
間
回
分
却
秒

日
位

@
一
般
の
部

日
位
大
洗
町

2
時
間
5
分
2
秒

大
洗
町

B

2
時
間
日
分
お
秒

色、

部
位

パマ
マレ

I さ
-L、ん
?た
yしち
で
ノ¥

お
母
さ
ん
た
ち
の
人
気
ス
ポ
ー
ツ
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
年
々
盛
ん
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
去
る
日
月
お
臼
の
日
曜
日

に
は
、
第
2
田
町
民
?
?
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
磯
浜
小
学
校
体
育
館
で

慶
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
町
内
か
ら
7
チ
l
ム
が
参

加
し
て
、
リ
ー
グ
戦
方
式
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
お
父
さ
ん
や
子
供
達
の
声

援
を
う
け
、
日
頃
の
優
し
い
お
母
さ
ん

た
ち
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
激
し
い
闘

志
を
み
な
ぎ
ら
せ
、
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ

げ
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団

体優

勝

準
俊
勝

第
3
位

松
の
木
ク
ラ
ブ
チ

l
ム

磯
浜
小

B
チ
l
ム

滝
口
保
育
園

大
賞
ク
ラ
ブ

松
の
木
ク
ラ
ブ

大
宮
(
小
P
T
A
a

明
石
保
脊
関

滝
口
保
管
関

磯

浜

小

大
賞
ク
ラ
ブ

磯

浜

小

江西
ノ<'J)@E

:伊
譲事
リド KOK¥:'r< 

語調
整諮
鱗
醤gき?
』⑨@l!弓客

船祭
おy@~，己
主主8@@E

長131
室長い訟
鳴E52

:iiF 
り@v

(3)第133号

田山東j坊さん

去
る
日
月
mm
臼
、
茨
城
県
議
会
大
会

議
室
で
行
な
わ
れ
た
、
昭
和
訂
年
度

「
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
等
の
表
彰
式
」

で
町
内
の
2
事
業
所
、
四
回
山
石
油
活

(
白
山
東
湖
社
長
)
・
肌
寿
多
庵
(
出
口

良
彦
代
表
取
締
役
)
が
茨
城
県
知
事
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
娯
楽
施
設
利
用
税
・
料
理

飲
食
等
消
費
税
及
び
軽
油
引
取
税
の
特

別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、
常
に
適
正
な

申
告
と
納
入
を
行
な
い
、
更
に
は
、
ポ

出口良彦さん

ス
タ

l
等
の
局
内
掲
示
や
向
業
総
合
員

に
対
す
る
啓
発
等
、
日
頃
、
税
広
報
や

納
税
思
想
の
高
揚
に
つ
と
め
ら
れ
た
功

績
が
今
田
認
め
ら
れ
、
表
彰
区
分
で
は

最
高
の
県
知
事
表
彰
(
県
内
4
社
中
、

大
洗
町
で
2
社
)
の
栄
誉
を
得
ら
れ
た

わ
け
で
す
。

2
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
他
の
範
と

し
で
一
層
の
御
精
進
を
心
か
ら
期
待
い

た
し
ま
す
。

ッ
ス
ル

個
人
賞
(
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
賞
)

永
嶋
明
美
和
子
(
松
の
木
ク
ラ
ブ
)

関

根

順

子

(

磯

浜

小

-
B
)

鈴
木
み
つ
え
(
滝
口
保
育
園
)

佐
藤
き
く
え
(
大
貫
ク
ラ
ブ
)

小
野
瀬
み
ち
子
(
大
賞
小
P
T
A
ム

関
根
美
恵
子
(
磯
浜
小
・

4
)

斉
藤
春
美
(
明
石
保
育
匿
)

頭
体
長
M
m
-
体
重
揃
い
刊
と
、
パ
タ
ゴ

ニ
ア
ア
シ
カ
2
頭
、
体
長
M
m
・
体
重
一

切
均
2
頚
で
、
い
ず
れ
も
雄
で
す
。

ア
シ
カ
君
の
お
白
見
え
に
よ
り
、
子

供
達
に
一
段
と
喜
ば
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

大
洗
水
族
館
は
、
子
供
た
ち
を
中
心

と
し
た
家
族
づ
れ
で
連
呂
賑
わ
い
、
華

や
か
な
「
イ
ル
カ
シ
ョ

i
」
が
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
す
が
、

1
月
2
日
か
ら
更

に
ア
シ
カ
君
が
交
場
す
る
「
ア
シ
カ
シ

ョ
l
」
が
加
わ
り
、
一
層
楽
し
い
も
の

に
な
り
ま
す
。

種
類
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ア
シ
カ
3

H
I
H
U
M
-
-
H
i
l
l
i
-
-
l
i
H
U
R
l
-
-
i
i
H
i
l
l
i
-
-
I
R
I
N
H
i
-
-
J
 

の
(
マ
ッ
チ
棒
・
釘
)
で
掻
い
る
が
、
鼻
汁
は
も
と
も
と
口
の
一

一

健

藤

相

談

室

⑩

て

は

い

け

ま

せ

ん

。

外

耳

道

の

方

に

屈

る

。

一

皮
膚
の
分
泌
が
多
く
な
り
、
耳
そ
の
量
が
多
い
時
は
治
療
が
必
一

一

自

己

診

簡

と

誤

解

垢

が

た

ま

り

や

す

く

、

ま

た

、

要

で

す

。

一

細
菌
の
感
染
で
η

か

ゆ

み

々

や

‘

一
の

ど

の

場

合

一

知
ら
な
い
た
め
か
、
逆
に
大
丈
夫
痛
み
が
出
て
き
ま
す
。

d

一

一

と

思

っ

て

か

、

医

療

を

受

け

ず

こ

、

一

、

扇

桃

肥

大

で

あ

っ

て

も

、

手

術

一

ー
し
ド
鼻
の
場
合

F

る

人

が

多

い

の

で

、

普

か

ら

上

の

立

ロ

を

し

た

方

が

よ

い

と

は

限

ら

な

一

一
分
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
一
、
鼻
が
つ
ま
っ
た
り
、
鼻
汁
が
出
い
。
篇
桃
犯
大
で
な
く
と
も
手

る
と
蓄
膿
症
と
思
い
込
ん
で
、
術
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ

…
耳
の
場
合

心
配
し
過
ぎ
た
り
、
逆
に
進
行
る
。

一
一
、
耳
だ
れ
を
、
痛
ま
な
い
た
め
に
し
た
蓄
膿
症
を
知
ら
な
い
で
い
て
篇
桃
肥
大
の
子
供
に
鼻
炎
が
多

一

放

置

し

て

、

慢

性

の

中

耳

炎

に

る

場

合

も

あ

り

ま

す

。

ぃ

。

?
な
っ
て
、
手
術
を
す
る
よ
う
に
一
、
難
聴
、
頭
痛
、
耳
鳴
、
一
肩
こ
り
て
魚
の
骨
を
の
ど
に
か
け
た
時
、

一

な

る

場

合

が

あ

る

。

も

自

弊

の

病

気

が

原

田

し

て

い

る

や

た

ら

と

ご

飯

を

丸

呑

み

す

る

一
一
、
耳
垢
が
栓
の
よ
う
に
つ
ま
っ
て
、
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
空
腹
時

一
気
が
つ
か
ず
、
聴
力
が
悪
く
な
一
、
湾
腸
が
弱
い
時
、
鼻
の
病
気
が
に
診
療
を
受
け
る
こ
と
。

一

っ

て

い

る

場

合

。

あ

る

た

め

の

時

も

あ

り

ま

す

。

て

の

ど

の

病

気

は

腎

臓

炎

に

か

か

一
、
耳
が
遠
い
の
は
、
老
人
だ
か
ら
一
、
鼻
ず
ま
り
、
鼻
汁
が
出
て
鼻
を
り
や
す
く
、
し
た
が
っ
て
高
血

一
と
思
い
込
ん
で
い
る
が
、
早
期
か
む
が
、
か
め
ば
か
む
程
鼻
、
つ
圧
と
も
関
係
す
る
。

一
に
治
療
す
れ
ば
治
る
も
の
が
多
ま
り
が
ひ
ど
く
な
る
時
、
全
身
一
、
い
び
き
は
健
康
の
シ
ン
ボ
ル
で

運
動
に
よ
っ
て
治
る
こ
と
が
あ
も
な
け
れ
ば
、
正
し
い
睡
眠
呼

一

一

、

耳

な

り

は

、

全

身

的

な

病

気

つ

り

ま

す

。

吸

土

日

で

も

な

い

。

一
ま
り
、
内
科
婦
人
科
な
ど
色
々
一
、
高
血
圧
に
は
鼻
出
血
が
つ
き
も
て
の
ど
の
奥
に
見
え
る
粒
々
を
心

一

の

処

の

病

気

が

関

係

し

て

起

る

の

と

知

っ

て

ほ

し

い

。

配

し

て

来

院

す

る

人

が

多

い

が

、

一
た
め
、
耳
だ
け
と
忍
つ
て
は
ま
一
、
呼
吸
は
鼻
で
す
る
の
が
最
も
生
理
上
の
も
の
で
心
配
す
る
も

ち

が

い

で

す

。

正

。

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

一
、
外
耳
炎
は
、
か
耳
か
き
μ

そ
の
他
一
、
鼻
汁
が
口
に
囲
る
事
を
心
配
す
〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕

d，. B 

去
る
ロ
月
5
日
、
恒
例
の
三
浜
駅
伝

競
走
大
会
(
那
珂
湊
市
・
大
洗
町
・
常

澄
村
、
並
び
に
同
教
育
委
員
会
・
同
体

育
協
会
・
主
催
)
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
表
人
の
意
気
の
昂
揚
、
体
力

の
増
進
、
強
罰
な
団
結
と
友
愛
、
更
に

こ
れ
ら
の
う
え
に
た
っ
て
、
明
朗
真
軌
平

な
ス
ポ
ー
ツ
精
神
を
釜
な
う
。
と
い
う

大
き
な
理
想
を
掲
げ
行
な
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
第
幻
回
目
を
迎
、
え
た
も

の
で
す
。

大
会
は
、
中
学
の
部
必
チ

l
ム
・
高

校
の
部
日
チ
!
ム
・
一
般
の
部
訂
チ
ー

ム
が
参
加
出
場
し
て
、
午
前
山
時
、
那

珂
湊
の
魚
市
場
前
を
向
時
ス
タ
ー
ト
、

中
学
は
7
一
区
間
部
・

5
キ
ロ
・
高
校
一
般
は

6
区
間
話
・
5

J
で
争
わ
れ
ま
し
た
。

ご
質
関
に
お
答
え
し
ま
す

。
い
ま
納
め
て
い
る
保
険
料
を
途
中
か
ら
増
額
し
た
い
の
‘
で
す
が
、

で
き
る
で
し
ょ
う
か

答
付
加
年
金
に
加
入
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
付
加
年
金
に
加
入

し
ま
す
と
、
現
在
納
め
て
い
る
定
額
保

険
料
(
月
額
五
、
一
一
ニ

O
円
、
昭
和
五
十

八
年
四
月
よ
り
月
額
五
、
八
一
一
一
O
円
)
の

他
に
、
付
加
保
険
料
(
月
額
四

0
0円
)

を
あ
わ
せ
て
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
「
二

O
O円
x
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」

の
加
算
額
が
つ
き
ま
す
の
で
、
将
来
、
よ
り
高
い
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
付
加
年
金
に
加
入
さ
れ
る
と
き
は
、
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
っ
て
役
場

年
金
係
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

。
保
険
料
は
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

答
今
で
し
た
ら
昭
和
五
十
九
年
一
…
一
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
納
し
ま
す
と
年
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
率
で
割
引
き
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
中
に
昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら
昭
和
五
十
九
年

三
汚
ま
で
前
納
し
ま
す
と
、
定
詰
保
険
料
(
月
額
五
、
八
一
一
一

O
円
)
年
額
六
九
、
九

六
O
円
か
ら
て
六
九

O
円
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

富
良
年
金
探
轟
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
②

時

タ
フY

羅

多

(
福
島
累
二
本
松
市
)

⑧
あ
し

東
北
本
線
二
本
松
駅
下
車
、

す
ぐ
。

⑧
ひ
と
口
ガ
イ
ド

こ
こ
岳
温
泉
は
ご
存
知
ス
キ
!
の
メ
ッ
カ
。
温
泉
に
ひ
た
り
ス
キ
ー
を
楽
し

む
に
は
絶
好
の
場
所
。
ま
た
春
秋
に
は
、
安
達
太
由
民
山
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
も
楽

し
め
る
。
ロ
ビ
ー
に
は
長
こ
け
し
を
は
じ
め
各
種
の
こ
け
し
コ
ー
ナ
ー
や
こ
の

地
方
の
民
芸
品
な
ど
が
並
べ
て
あ
る
。

こ
こ
は
ワ
ラ
ビ
・
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
山
菜
が
豊
か
で
、
秋
に
は
地
ダ
ケ
が
う
ま

駅
前
よ
り
パ
ス
で
一
一

O
分
、
温
泉
入
口
駅
下
車

唾 宿 泊 利 用 料 (1 ?白 2食付)
加入者・受給者・..4，000円
一 般・・ー・・ー・・・・ー ...4，400円
小学生ーーーーーーーー ・・3，700円

{予約の申込み・問合せ}
'r;可多多羅」へ直接

千964二本松市長温泉 1丁目初日のl
T E L 02432-4-2306 



ら通う 第133号 (4)t"" お書留昭和58年 1月1日

大洗町告示第25号
地方自治法第243条の 3第 l項及び、大洗町財政状況の作政及

び公表lこ関する条例によりわたしたちの町の財政状況(昭和57

年 4月 I臼より 9月初日)を次のとおり公表します。

昭和57年12月l日

執行済額一'1，768，248千円

(執行率…44.1%)

⑧昭和57年度一轍金書十
(性質汚11)状現

(単位:千円)

収入済額… 1，932，643千円

(収入率・・・48.2%)

予算額一'4，010，533千円
宏内竹大洗町長

区 分 9月現計

人 件 費 1，291，497 

物 件 費 360，352 

維持補修費 26，656 

扶 助 費 302，900 

補助費等 252，912 

普通建設事業費 1，221，566 

(1) 補 助 283，281 

(2) 単 独 729，106 

(3) その他 209，179 

災害復旧事業費 4，475 

/ム:¥ {責 費 336，384 

積 JL 金 5，157 

投資及び出資金 580 

貸 付 金 10 ，450 

繰 出 金 35，6ω 

予 備 費 8，173 

A 口 i十 3，856，702 

(単位:千円)

区 分 現計予算額
繰越事業費等

計 支出済額 執行率繰越額

l回議 i五〉、 費 95，182 95，182 45，988 48.3 

2回総 務 費 1，032，043 1，032，043 672，917 65.2 

3 民 生 費 579，768 579，768 234，072 40.4 

4.衛 生 費 277，171 277，171 90，987 32.8 

5 .労 働 費 250 250 

6 農林水産業費 178，686 178，686 58，381 32.7 

7.商 工 費 81，173 81，173 51，500 63.4 

8 土 木 費 801，112 801，112 131，575 16.4 

9. i自 防 費 152，058 152，058 63，610 41.8 

10.教 育 費 310，103 153，831 463，934 275，874 59.5 

11.災害復 i日費 4，475 4，475 

12.公 債 費 336，507 336，507 143，344 42.6 

13 諸支出金

14.予 備 費 8，173 8，173 

歳出合計 3，856，702 153，831 4，010，533 1，768，248 44.1 

出)(歳

昭和57年度予算執行状況(昭和7年 9月末現在)

(単位:千円)

区 分 現計予算額 繰繰越越額事充業当費財等源 計 収入済額 収入率

上里I 税 1，593，946 1，593，946 879，568 55.2 

2.池方譲与税 33，100 33，100 7，751 23.4 

3. 娯交楽施設付利用金税 28，000 28，000 13，711 49.0 

4. 交自動車付取得税金 17，700 17，7ω 6，070 34.3 

5 .地方交付税 563，393 563，393 458，561 81.4 

6 . 特交通別安交全付対策金 4，700 4，700 

7 . 分負担短金及金び 75，501 75，501 31，758 42.1 

8. 使手用数料及料び 94，337 94，337 46，170 48.9 

9. ~自庫支出金 314，798 73，230 388，028 165，060 42.5 

10.県支出金 158，297 158，297 27，498 17目4

11 . 財 産 収 入 49，320 49，320 26，294 53.3 

12.寄 F付 金 ヨ，371 9，371 6，803 72.6 

13 繰 入 金 165，052 165，052 9，351 5.7 

14.繰 越 金 9，540 28，601 38，141 38，141 100.0 

15.諸 収 入 395，547 395，547 163，907 41.4 

16.町 (責 344，100 52，000 396，1∞ 52，000 13.1 

歳 入 合 計 3，856，702 153，831 4，010，533 1，932，643 48.2 

⑧一般会計
(歳入)

③昭和57年度特訓会計歳入歳出予算執行状i見調

(昭和57年 9月米現住) (単位:千円)

@一般会計地方{糞現{賀高

(昭和57年 9月末現在)

⑧一般会計函T有封壊の状現

執 1T 額
之耳〉、 計 名 現計予算額 歳 入 歳 出

収入済額 収 入率 支出済額 支出 率

国民健康保険特脱会 計 1，095，948 532，819 48目6 378，522 34目5

収益的 303，030 157，424 51目9 120，205 39.7 

水道事業会計
資本的

(収入) 40，622 
6，695 16.5 39，496 34.9 

(支出)113，294 

地方卸売市場 収益的
(収入) 56，415 

20，601 36.5 23，012 48.2 
(支出) 47，755 

冷凍冷蔵事業会計
資本的 (支出) 5，720 3，557 62.2 

桜道土地区画整理事業会計 153，799 7，000 4.6 25，058 16.3 

サイクリングターミナル事業会計 20，844 10，954 52.6 7，629 36.6 

1、; 平 芳当X正ご 員 EZ三h 11，257 3，848 34.2 1，805 16.0 

E王 分 元金未償還客員 構成比

ま念 務 イ糞 269，586，997円 10.7% 

保 健 衛 生 債 139，997，894円 5.5% 

土 水 {賞 1，302，463，573円 51.6% 

公 営 住 宅 僕 276，501，183円 11.0% 

J肖 ~}j {糞 84，079，000円 3.3% 

厚生福祉僕 30，384，294円 1.2% 

教 育 f麦 342，564，762内 13.6% 

農 林 水 産 業 償 48，600，000円 2.0% 

災害復旧事業債 8，600，000円 0.3% 

守寺 l!iU {責 20，642，416円 0.8% 

ト一一一一一一
i口入 言十 2，523，420，119円 100.0% 

(昭和57年 9月末現在)

0土地・・…・ …. '2，045，222. 81m' 

1 .行政財産・・・ 401，883.58m'

2. 普通財産 1，643，339.23m'

0建物・・ ……... 47，474.55m' 

1 .行政財産-…・・46，994.96m'

2. 普通財産……・ 479.59m'

0有価証券・基金… 343，274千円

1 基金・・………339，924千円

2. 有価証券...・ H ・"3，350千円

富I 名 募金額 町名 募金額 町名 募金額

寺 8 15，000 原研住宅 21，400 下 宿 13，500 

寺 9 11，500 原研独身寮 19，655 矢 場 14，000 

寺 10 14，000 動燃夏海寮 3，000 子 拓 5，000 

寺 11 20，500 東北大寮 5，500 松 II1報淘 12，000 

寺 12 11，000 キ申 山 10，000 松 I11第一 10，000 
舟 1 10，500 )11 口 6，500 松 I11中部 9，000 
舟 2の l 13，500 荒 谷 21，500 松 I11共励 6，000 
舟 2の 2 8，400 浜 欠 4，500 松川第二 8，500 
舟 2の 3 10，000 古 宿 23，500 大谷川 6，500 
舟 3 14，500 上 宿 19，500 成 図 6，500 
舟 4 9，500 中 宿 16，500 
蔵 l 18，400 
蔵 2 19，600 
蔵 3 13，500 事業所間体及び

募金額
5，000円以上寄付者

蔵 4 13，200 

上 l 14，000 野 瀬工業 10，000 
上 2 11，000 茨交大洗ホテノレ 10，000 
上 3 15，500 小野 j事項海苔庖 10，000 
中 l 10，000 大洗町議会議員会 10，000 
中 2 10，000 大 洗 町職 員 43，143 
ヰヒ 1 16，500 字書陽銀行大洗支庖 5，000 
ヰヒ 2 16，000 吉 I11 賢一郎 1O，00Q 

南 1 13，000 石 山 {I~ 10，000 
南 2 23，500 呂 内 銀 三 郎 5，000 
角 1 15，500 干申 谷 王吉 蔵 5，000 
角 2 23，500 山 本 文 夫 5，000 
角 3の l 18，000 県立大洗高等学校 10，103 
角 3の 2 11，000 町立第一中学校 5，743 
角 4 9，500 町立南中学校 6，000 
角 5 16，500 町立大貫小学校 12，600 
角 6 8，3001， 町 立磯浜小学校 15，069 
前 1 8，00011 町立祝町小学校児童会 8，058 
前 2 4，800 大洗町民生委員協議会 36，000 
目IJ 3 9，000 小 沼 吉 夫 5，000 

十
月
…
尽
か
ら
例
年
行
な
わ
れ
て
い

る
、
赤
い
羽
恨
共
同
募
金
運
動
は
、
町

民
各
位
の
あ
た
た
か
い
ご
輝
一
解
と
、
募

金
奉
仕
者
で
あ
る
軒
内
会
長
、
事
業
所

団
体
、
小
中
学
校
等
の
関
係
各
位
の
ご

協
力
に
よ
り
、
二
百
八
拾
三
万
五
千
八
百

七
十
円
(
十
二
月
十
六
日
現
在
)
目
標
額

の一

0
0
・
0
%
の
募
金
が
よ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は
、
皆
様
方
の
よ
り
あ
た

た
か
い
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
言
う

顧
い
を
こ
め
て
、
民
間
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
、
茨
城
県
共
同
募
金
会
を

通
じ
、
老
人
、
心
身
障
害
者
、
母
子
、

養
護
児
童
、
保
育
所
等
の
社
会
福
祉
抱

設
と
、
各
市
町
村
の
地
域
社
会
に
お
い

て
、
福
祉
の
予
を
必
要
と
す
る
人
々
の

福
祉
向
上
の
た
め
、
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
の
資
金
と
し
て
、
公
平
に
配
分

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

各
町
内
お
よ
び
事
業
所
、
団
体
等
の

方
々
よ
り
、
ょ
せ
ら
れ
た
募
金
状
況
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
来
的
詮
理
の
町
内
も
、
わ
ず
か

あ
り
ま
す
が
護
ね
て
ご
協
力
下
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中間報告(12月16日現在)

窓雪835曹870丹
協力地f8:一覧

日召右目57勾三!支匝I 名 募金額 匝7 名 募金額 町 名 募金額

明 1 24，100 f兄 20)1 17，000 舟く 6 弘 000I 
明 2 23，500 キ兄 20)2 21，500 永 7 18，300 
明 3の上 17，000 守兄 3 16，500 君t 8 12，900 
明 3の下 19，800 全完 4 20，300 方t 9 20，000 
明 4 12，500 祝 5 18，700 永 10 26，300 
明 5 29，000 干兄 6 6，000 力t 11 15，500 
明 6 14，700 千兄 7 10，500 君え 12 17，500 
明 7 22，500 宇兄 8 9，500 君主 13 30，000 
明 8の 1 14，500 松ケ丘 1 19，600 巧t 14 29，000 
明 8の 2 10，000 松ケ丘2 23，000 永 15の 1 30，030 
明 9 18，000 通 l 8，000 永 15の 2 19，800 

明 10 12，500 通 2 15，500 永 16の 2 28，500 

明 11の 1 37，500 通 3 12，500 刀(160) 3 29，500 

明日の 2 32，000 新 1の 1 6，900 刀t 17 13，500 

東光台 39，000 華f}f1の 2 3，600 主主 1 26，100 

ーの 1上 新 2の 1
主主 2 11，400 

22，900 8，500 
宣言 3 14，400 

ーの 1下 18，500 新 2の 2 4，700 
墨色 4 16，900 

-σコ 2 22，700 新 3の 1 13，000 量毛 5 18，900 
。) 3 14，000 新 3の 2 21，900 主主 6 13，000 

- 0) 4 2，100 新 4 12，000 童三 7 9，900 
一一 ♂コ 5 10，000 新 5 18，000 霊主 8 15，000 
汐見ヶ丘 13，000 新 5の 1 13，000 量豆 9 19，000 
二二 σ) 1 27，800 新 5の 2 12，000 童三 10の 1 33，500 
二二 σ) 2 24，300 新 5の 3 20，500 重量 10の 2 44，200 
二二グ) 3 19，500 新 8 27，000 童三 11の 1 24，300 
f中 l 5，300 新 7の 1 12，500 童三 11の 2 29，000 
f中 2 17，500 新 7の 2 36，000 主主 12 15，000 
f中 3 19，800 幸斤 70)3 15，500 量E 13 8，000 
f中 4 12，100 新 8 17，000 寺 l 16，500 
金 1 16，500 新 9 15，000 寺 2 13，300 
金 2 14，000 氷 1 15，300 寺 3 11 ，000 
金 3 17，500 茸t 2 15，000 弓手 4 7，500 
金 4 24，000 君に 3 9，800 寺 5 13，500 
金 5 17，000 刀t 4 12，000 寺 6 12，500 
争兄 1 36，500 方t 5 28，500 ミ子 7 11，500 



昭和58年 1月 1S も百

去
る
ロ
月
四
日
(
日
開
唱
臼
)
老
人
い

こ
い
の
家
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

方
々
と
身
障
児
の
皆
さ
ん
に
よ
る
か
も

ち
つ
き
大
会
u

の
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(
岸
根
康
四
郎
会
長
・
会
員
川
知
名
)
保

健
福
祉
委
員
会
(
川
俣
委
員
長
)
が
、

圏
際
障
害
者
年
事
業
の
一
環
と
し
て
昨

年
に
引
き
継
き
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

午
前
叩
時
、
用
意
万
端
怒
っ
た
懇
の

家
の
庭
先
き
に
竹
内
町
長
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
会
員
、
身
障
児
の
皆
さ
ん
が

集
り
、
カ
を
合
わ
せ
て
か
わ
る
が
わ
る

らあ事宮害事

原
子
力
施
設
田
見
学
会

グ
感
想
作
文
4

最
優
秀
賞

稲
M
川
官
一
幸
君

原
子
カ
施
設
の
所
在
町
で
あ
る
当
町

で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
原
子
力
に
つ

い
て
の
正
し
い
認
識
と
正
し
い
ご
理
解

を
い
た
だ
く
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

の
見
学
会
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
県
立
大
洗
高
校

の
生
徒
を
対
象
と
し
た
町
内
所
在
の
原

子
力
強
設
見
学
会
を
、
こ
こ
数
年
の
間

恒
例
的
に
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

第
7
問
自
を
迎
え
た
今
年
は
、
去
る

日
月
幻
自
に
同
校
一
学
年
生
徒
出
名

を
、
昨
年
と
同
様
町
内
4
焔
設
と
動
燃

東
海
P
R館
に
招
き
、
一
白
の
日
程
で

キ
ネ
を
ふ
る
い
、
ま
た
た
く
間
に
三
う
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
の
も
ち
を
つ
き
上
げ
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
も
初
め
て
み
る
施
設

つ
い
た
も
ち
は
、
さ
っ
そ
く
お
母
さ
内
の
諸
設
備
に
、
大
変
興
味
を
一
部
し
、

ん
遠
の
手
に
よ
っ
て
、
ア
ン
コ
・
キ
ナ
関
係
者
の
説
明
を
終
始
熱
心
に
聴
き
、

コ
・
納
一
双
・
大
根
お
ろ
し
等
に
ま
ぶ
さ
質
問
し
、
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

れ
出
来
あ
が
り
、
竹
内
町
長
よ
り
ラ
イ
見
学
会
終
了
後
、
全
生
徒
か
ら
感
想

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
方
の
心
の
か
作
文
の
提
出
を
求
め
、
審
査
の
結
果
、

ょ
っ
た
奉
仕
活
動
に
敬
意
を
表
し
ま
別
掲
の
諸
君
が
入
賞
し
、
そ
の
表
彰
式

す
。
と
の
挨
拶
の
あ
と
、
子
供
達
と
会
を
去
る
ロ
月
幻
日
、
町
長
室
で
行
な
い

食
、
っ
き
た
て
の
モ
チ
を
ほ
お
ば
り
な
ま
し
た
。
今
回
の
入
賞
者
は
4
名
で
し

が
ら
の
楽
し
い
懇
談
に
移
り
つ
つ
ま
い
、
た
が
、
そ
の
内
容
は
何
れ
も
密
度
の
濃

お
い
し
い
」
と
、
一
足
は
や
く
正
月
気
い
立
派
な
も
の
で
、
竹
内
町
一
長
か
ら
受

分
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
賞
者
に
賞
状
と
記
念
メ
ダ
ル
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

去
る
ロ
月
四
日
、
大
洗
港
湾
内
で
水

難
救
劾
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
水
難
救
済
会
大
洗
救

難
所
(
小
松
崎
七
之
介
所
長
・
所
員
削

名
)
が
、
遭
難
し
た
船
舶
や
人
命
・
積

荷
の
救
助
に
当
る
こ
と
を
自
的
に
発
足

し
て
以
降
、
海
上
の
安
全
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
救
助
技
術
の
向

上
を
図
ろ
う
と
訓
練
を
行
な
っ
た
も
の

で
す
。定

刻
午
前
日
時
に
は
、
魚
市
場
に
新

調
し
た
グ
レ
!
の
整
版
を
身
に
つ
け
た

所
員
が
整
然
と
整
例
、
訓
練
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

訓
練
は
①
救
命
ゴ
ム
ボ

i
ト
操
法
、

②
人
工
呼
吸
法
、
③
救
命
索
発
射
銃
操

法
で
、
な
か
で
も
人
工
呼
吸
訓
練
で
は
、

ダ
ミ
j
(
人
形
)
を
使
っ
て
、
マ
ウ
ス

ツ
!
?
ウ
ス
法
の
訓
練
が
行
な
わ
れ
、

所
員
の
皆
さ
ん
も
真
剣
に
取
り
総
ん
で

い
ま
し
た
。

犬
洗
救
難
所
で
は
、
新
春
1
月
9
日

に
那
珂
湊
漁
港
で
行
な
わ
れ
る
、
救
難

技
術
競
技
大
会
(
社
団
法
人
・
日
本
水

難
救
済
会
茨
城
県
支
部
主
催
)
に
、
出

場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

所
員
の
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

最
優
秀
賞

一
年
一
組

優

秀

賞一
年
二
組

巽
-

一
年
三
組
稲

m回

一
年
四
組
小
松
崎

手荷

世

田一
幸

(5)第133号

JII 

tPP 

橋

真
由
美

入

常 洋

子子

隅
照
子
力
施
設
を
見
学
し
て

大
洗
高
等
学
校

一
年
一
組

A
M
m
H川

噌
噌

a勾
E

智

E
Z

，F

企さ.. 

E主

幸

僕
は
、
原
子
力
施
設
を
見
学
す
る
ま
で
、
ま
る
で
「
原
子
力
」

と
い
う
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。
正
直
い
っ
て
、
今
も
あ
ま
り

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
見
学
す
る
先
々
で
説
明
し
て
く
れ
た
こ
と

が
、
と
て
も
難
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
一
つ
だ
け
自
分
自
身
で
納
得
し
、
理
解
で
き
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
石
油
や
ガ
ス
や
石
炭
な
ど
は
、
一
度
使

用
し
て
し
ま
え
ば
も
う
二
度
と
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

が
、
「
原
子
力
」
の
燃
料
の
「
ウ
ラ
ン
」
は
時
使
用
で
き
る
と
い

う
こ
と
だ
。
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
も
、
こ
の
こ
と
を
理

解
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
原
子
力
」
と
い
う
も
の
を
全
く
知

ら
な
か
っ
た
見
学
前
の
自
分
を
考
え
る
と
、
値
千
金
の
値
う
ち

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
か
ら
、
「
原
子
力
」
と

い
う
も
の
に
対
す
る
探
究
心
が
、
自
分
の
中
に
わ
い
て
く
る
の

を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

更
に
、
施
設
内
を
見
学
し
て
い
て
非
常
に
驚
い
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
原
子
力
の
廃
棄
物
か
ら
出
る
、
い
わ
ゆ
る
放
射

能
と
い
う
も
の
に
対
し
、
外
部
へ
漏
れ
な
い
よ
う
に
、
実
に
細

か
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
所
で

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
を
、
例
十
に
も
し
て
防
ぎ
、
ま
た
あ

る
所
に
は
、
放
射
能
の
漏
れ
を
察
知
す
る
機
械
を
置
い
た
り
し

で
あ
っ
た
。
あ
の
よ
う
な
広
大
な
敷
地
の
中
で
、
し
か
も
大
規

模
な
研
究
を
し
て
い
る
所
で
、
廃
棄
物
に
対
し
て
こ
ん
な
に
も

細
か
な
神
経
を
使
っ
て
い
た
な
ん
て
、
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

今
回
の
見
学
で
、
各
施
設
で
は
、
注
意
深
く
細
部
に
ま
で
自

を
光
ら
せ
な
が
ら
、
重
要
な
研
究
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
が
、
将
来
、
非
常
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

町名 金額

ニ子 拓 3，000 

松 111報国 7，200 

松 )11第一 6，500 

松 )11中部 4，800 

松 )11'共励 3，900 

松 )11第二 5，100 

大谷川i 4，550 

成 国 4，970 

古 賀忠 夫 1，000 

雷I 名 金額

東北大寮 3，300 

神 山 6，000 

)11 臼 5，200 

荒 谷 13，200 

古 宿 14，100 

上 宿 11，700 

中 宿 10，200 

下 宿 9，450 

矢 場 8，300 

昭和57年度 臼本場十字社特別杜関
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大洗ゴルフクラブ

月の弁酒造底

大洗海岸病院

動力炉開発事業短大洗工学センター

浜 勘商底偏

向安運送鰯

大洗ノマ ークホ テル

日本核燃料開発

カ印 水 産側

ホテル大洗荘

茨交大洗ホテル

寿多 庵側

浜泰商 庖鰯

梶間水産附

力日郡東冷凍鮒

丸 藤 言語 1お
グリーン大洗

海野 島

村間さと

第 二 郎

蔵 元 治

野手 烈

篠 原源 錦

小 沼 湾之助

II!J名 金額

寺 9 6，900 

寺 10 11，800 

寺 11 12，300 

寺 12 6，900 

舟 1 6，300 

舟 2の l 8，100 

舟 2の 2 6，500 

舟 2の 3 5，700 

舟 3 8，400 

舟 4 5，400 

蔵 1 11，600 

蔵 2 16，100 

蔵 3 7，400 

蔵 4 9，500 

上 l 8，400 

上 2 6，600 

上 3 9，000 

中 1 10，000 

中 2 10，000 

~t 1 10，000 

ヰじ 2 9，600 

南 1 7，800 

南 2 12，000 

角 1 11，100 

免 2 18，700 

角 3の 2 9，800 

角 4 7，700 

角 5 12，500 

角 6 8，300 

前 f主 (1) 4，800 

前住 (2) 3，200 

詰在住 (3) 5，700 

原研住宅 13，500 

動燃夏海寮 3，000 

置T 名 金額

方t 9 12，600 

君t 10 25，200 

方t 11 12，400 

舟く 12 11，000 

君t 14 17，400 

永 15の I 18，120 

永 15の 2 11，300 

永 16の 1 16，800 

永 16の 2 17，100 

永 16の 3 17，100 

君く 17 8，400 

髭 1 15，400 

髭 2 10，800 

髭 3 12，900 

垂主 4 17，300 

霊E 5 11 ，500 

霊E 6 16，500 

霊主 7 8，900 

髭 8 13，000 

髭 9 11，400 

霊610の 1 26，500 

霊草 10グコ 2 27，400 

霊611σコ1 22，200 

童611♂)2 17，700 

霊色 12 9，000 

重毛 13 4，600 

寺 1 13，400 

寺 2 7，500 

寺 3 10，000 

寺 4 4，800 

寺 5 8，100 

寺 6 7，500 

ミ手 7 7，200 

寺 8 7，800 

町名 金 額

宇児 5 17，000 

千兄 6 5，100 

宇兄 7 6，000 

キ兄 8 10，000 

松ケ丘 (1) 18，100 

松ケ丘 (2) 13，800 

通 1 7，300 

通 2 9，600 

通 3 8，100 

新 lの 1 7，800 

新 1の 2 3，800 

新 2の 1 7，550 

新 2の 2 3，000 

新 3の l 7，800 

新 3の 2 21，600 

新 4 7，300 

新 5 16，600 

新 5の 1 8，900 

新 5の 2 7，800 

新 5の 3 12，000 

新 6 23，200 

新 7の 1 7，500 

新 7の 2 20，600 

新 7の 3 9，300 

新 8 14，800 

新 9 8，100 

永 1 16，300 

君t 2 9，500 

永 3 8，300 

永 4 7，200 

方t 5 14，000 

永 6 9，900 

氷 7 

永 8 9，000 

町名 金 額

明 1 14，100 

明 2 14，300 

明 3の上 10，500 

明 3の下 13，600 

明 4 8，800 

明 5 17，100 

明 6 11，450 

明 7・ 12，100 

明 8の 1 12，200 

明 8の 2 10，000 

明 9 11，100 

明 10 7，500 

明 日 の 1 22，500 

明日の 2 20，600 

東 光 台 22，500 

ーの l上 14，700 

1σ) 2 20，300 

1σ) 3 9，000 

1 !7) 5 6，000 

汐 見 ヶ 丘 7，800 

2 !7) 1 24，400 

2σ) 2 20，700 

2 !7) 3 21，000 

イ中 2 9，800 

イ中 3 25，200 

金 2 9，900 

金 3 10，500 

金 4 15，800 

金 5 10，200 

キ兄 1 22，000 

守兄 2<7コ 1 10，800 

キ兄 2の 2 12，900 

干兄 3 14，500 

宇兄 4 18，800 

中間報告(11月 1日現在)

事74器事590間
協力地震一覧

昭和57年度

今
年
も
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
町

民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
十
一
月
一
日
現
在
で

社
費
一
七
四
五
五
九
O
円
が
集
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
、
え
に
町
内
の
み
な

さ
ま
と
、
町
内
会
長
さ
ん
各
位
の
深
い

ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
費
は
、
災
害
救
護
、
身

体
障
害
者
の
援
助
、
青
少
年
の
健
全
育

成
、
な
ど
数
多
く
の
赤
十
字
事
業
に
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
費
の
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
内
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
未
務
理
の
町
内
が
若
か
ん
あ
り

ま
す
。
現
在
運
動
期
間
中
で
す
の
で
重
一

ね
て
ご
協
力
下
き
る
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。



第133号 (6)

障
害
克
教
曹
の
先
生
を

希
望
す
る
方
へ

茨
城
大
学
教
育
学
部
で
は
、
養
護
学
い
る
方
で
あ
れ
ば
年
齢
、
経
援
を
間
い

校
教
員
を
養
成
す
る
特
別
専
政
科
(
一
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
短
大
卒
の
方
は
一

年
課
程
)
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
級
免
許
状
が
必
要
で
す
。

す

。

現

職

の

先

生

・

大

学

新

卒

者

は

も

ち

精
神
薄
弱
教
育
を
中
心
と
し
て
、
一
言
ろ
ん
、
一
般
社
会
人
、
家
庭
の
、
王
婦
に

語
障
害
・
情
緒
障
害
・
重
複
障
害
な
ど
、
も
門
戸
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
く
障
害
児
教
育
の
各
分
野
に
つ
い
定
員
初
名
、
願
書
〆
切
は
2
月
幻
自

て
実
地
と
理
論
を
学
び
、
養
護
学
校
教
(
火
曜
日
)
選
考
は
小
論
文
と
面
接
に

員
免
許
状
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
よ
り
行
な
い
ま
す
。

す

。

間

合

せ

は

、

茨

城

大

学

教

育

学

部

教

応
募
資
格
は
、
大
学
卒
で
幼
・
小
・
務
係
ま
で
。
(
宮

0
2
9
2
(部
)
1
6

中
・
高
校
教
員
普
通
免
許
状
を
持
っ
て

2
1
・
内
線
3
4
3
番
へ
)

気
が
る
に
相
談
を
グ

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

善良
龍野早

期

(
無
料
)

一、

き

一
月
二
十
八
日
(
金
)

と

午
前
十
時
!
午
後
一
一
一
時

一
、
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
一
一
一
指
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
棺
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

L、

大
洗
ば
や
し
保
存
会

ム
否
貝
革
常
生
干
の
に
つ
い
て

大
洗
ば
や
し
の
保
存
と
伝
承
を
図
る

と
と
も
に
、
町
の
観
光
発
展
に
寄
与
す

る
た
め
、
町
民
の
は
や
し
愛
好
者
の
皆

様
の
協
力
の
も
と
に

H

大
洗
ば
や
し
保

存
会
H

が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

大
洗
ば
や
し
保
存
会
で
は
、
会
員
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
事
務

局
長
及
び
各
支
部
長
に
申
し
込
み
下
さ

い
。
〔
大
洗
ば
や
し
保
存
会
〕

@
申
し
込
先

事
務
局
長

関
野
進
(
明
神
前
町
)

鈴
木
唯
之
(
新
町
)

清
水
昇
吾
(
髭
釜
)

佐
久
間
享
(
寺
釜
)

川
上
源
司
(
舟
渡
)

高
柳
昇
一
(
角
ご

ら

支
部
長

あおj'$ 

渡
辺

明
(
ヰ
寸
釜
)

昭和58年 1月 1El 

みん怠でなくそうハイパワー市民ラジオ
郵政 省電波監理 局一

「1¥イパワー市民;ラジオほ達j主です!
⑨ハイパワー市民ラジオと呼ばれる強力で多くの電波 (46チャン

ネル、 80チャンネル、 120チャンネル等のトランシーパー)を発

射できる無線機は、申請をしても無線局の免許を受けることは

できません。

このような無線機は絶対に買わないようにしてください。

⑧ハイパワー市民ラジオを使用すると、無線局の通信やテレビ、

ラジオの受信を妨害するなど、みんなの迷惑になっています。

知人等で、このような人を見かけたら直ちに止めるよう注意

してください。

⑧みんなのカでハイパワー市民ラジオをなくしましょう。

電波は常に監視されています

(ノ、イパワー市民ラジオ)

通
信
講
座
で
あ
な
た
も

技
能
士
の
資
格
を
グ

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
技
能
労
働
者
が
、
通
信
教
育
に
よ
っ
て
、

専
門
的
知
識
を
修
得
で
き
る
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。
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。科 、張フ 、機組 げ
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な
お
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詳
し
く
は
、

下
記
へ
ど
う
ぞ
。

茨
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練
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電波法に違反して無線局

を開設又は運用すると処

罰されます。

⑧電波法に違反して無線局を運用すればもちろん、開設しただけ

でも、昭和田年 1月 1日からは、 l年以下の懲役又は20万円以

下の罰金に処せられます。

例えば、 トラックの運転席に無線機を取り付け電波を発射で

きる状態とした人は処罰されることになります。

⑧もし、罰金以上の刑に処せられると、その後 2年間無線局の免

詐が受けられないことがあります。

(57.11月現在)

増減率(%)

ム10.0(ム 17.9)

50.0) 

O(ム 13.5)

業( )1村は累計を示す。

“毎月 18は突通安全の日" “あ怠疋ガ築く突通安全"

山

ω
温
ま
る
寒
中
間
見
舞
い
を

厳
し
い
寒
さ
の
中
で
毎
臼
を
過
ご
し
か
。

て
お
ら
れ
る
親
せ
き
や
友
人
、
知
人
、
ま
た
、
年
米
や
お
正
月
の
あ
わ
た
だ

そ
れ
に
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
し
さ
の
中
で
、
年
賀
状
を
山
山
せ
な
か
っ

方
々
へ
、
心
温
ま
る
寒
中
見
舞
い
を
た
方
々
へ
も
、
松
の
内
が
過
ぎ
た
ら
寒

お
出
し
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
中
見
舞
い
を
お
忘
れ
な
く
。

大洗町における交通事故の発生状況

増減数前年同期年本

2) 

O(ム 19)

年
翼
状
で
住
所
録
の
整
理
を

お
正
月
に
た
く
さ
ん
の
年
賀
状
を
受
な
お
、
住
所
録
に
記
入
す
る
場
合
に

け
取
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
差
は
、
新
し
い
郵
便
番
号
や
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所
の
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、
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勤
や
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あ
る
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ア
パ
ー
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・
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「
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表
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制
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様
方
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子
供
さ
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同
居
人
等
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変
更
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な
っ
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い
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も
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が
あ

2
手
す
。
場
合
)
な
ど
ま
で
、
詳
し
く
正
確
に
記

こ
の
機
会
に
、
受
け
取
っ
た
年
賀
状
で
入
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。
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竃話帳の掲載変重iま
3月31自まで!こ

13 (141) 13 (122) 負傷者数

昭和58年 8月 1B発行の電話帳へのせるお名前等

を変質される方は、昭和58若手 3月31Bまでに電話局

へお申し出くだきい。

電話帳へは、よく知られたお名前・荷唐名などを

のせましょう。

①いくつかの違った呼び名があるとき。

②ご家族の名前でも電話番号がひげるようにした

いとき。

③いろいろの職業を兼業しているときなどの場合

は、電話帳へ重複掲載しましょう。重複掲載料

は 追 加 l掲載につき(電話帳発行のつど) 50音

別・職業別ともに 500円かかります。

なお、電話帳への掲載は l加入電話について、 50

音別電話1陵・職業別電話帳に各 1掲載を無料でおの

せします。(住宅用の電話は50音別電話i援のみです。)

ik三b\:t'.i[~~ 

1ヌi
.恥噌密喝也明守旬喝

大j先電報室怠話局

6-2991 

電話帳に重複掲載をー.....

昭 和58年度学生募集集要理詳細

「働きながら学べる茨城大学工事長短期大学部J

学生募集について

茨 城 大 学 工 業 短 期 大 学 部 で は 、 次 の 要 領 で 昭 和58年度の学生を

募集します。

@ 募 集 人 員 ( 定 員 160名)

機械工学科・電気工学科・電子工学科・エ業化学科の各学科

それぞれ40名 、 そ の 内 推 薦 入 学 の 場 合 は 各 学 科30パ セ ン ト 。

@ 出 願 資 格

1 .高等学校を卒業した者、又は昭和58年 3月 卒 業 見 込 み の 者

2‘大学入学資格検定試験に合梅した者

3. 推 薦 入 学 的 場 合 は 在 学 中 町 学 習 成 績 が 評 定 平 均 伎 の 平 均

が 3、 3以 上 に 属 す る 者 の う ち 、 高 等 学 校 長 よ り 推 薦 き

れた者

@選抜方法

学力検査(数学 I ・数学IIA)・面接・調査書及ぴ健康診断書事

を総合して行し、ます。推篤入学の場合は学カ検査を免除し、

書類選考と面接だけ行います。
@頼魯受付

推 薦 入 学

一 般 入 学

2
月
7
日
(
月
)

9 :30 
-11・30

1 :30 
- 3 :00 

@
実
施
要
項

※
該
当
者
は
、
町
内
居
住
し
、
昭
和
幻
年

4
月
以
降
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を

受
け
て
い
な
い
満
日
歳
以
上
の
者
。

(
た
だ
し
学
校
及
び
職
場
で
定
期
的
に

毎
年
実
件
犯
し
て
い
る
者
、
結
核
患
者
、

妊
娠
中
の
者
、

Q
d

・
ロ
同
月
に
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
を
受
け
た
者
は
除
く
)
で
す
。
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受

2時 2待 11時 2持 11時 11時 2 ~寺 11持 11持 2持 2時 2時 11時
時 15待 15時00時 15時00自寺 00持 15待。。 野寺00時 15時 15時00待。。

付時間15分 15分 30分 15分 30分 30分 15分 30分 30分 15分 15分 30分 30分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

一
般
住
民
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン

追
加
検
診
の
お
知
ら
せ

2
月
8
臼
(
火
)

(
注
)
尿
検
査

(
蛋
白
・
糖
尿
・
好
臓

を
し
ま
す
。

大
洗
町

保
健
セ
ン
タ
ー

昭和58年 1月21日(金)-lfl29日(土)
昭 和58年 3月10日(木)-3月四臼(土)

(いずれも願番受付の来日の消印有効)

@言式軍全日

推薦入学昭和58年 2月 6日 ( 日 ) 濁 接

一般入学昭和58年 3月27日(日) 学 力 検 査 'ilii接
高なお、学生募集聖書項議求の方法は 170円切手および角型 3号

封筒を!司封の上下記までに請求すること。

千 316茨 城 県 日 立 市 中 成 沢 町4γ日12番 1号
茨 城 大 学 工 業 短 期 大 学 部 入試係

密 0294(37) 0266 


